
学校だより 大平小学校
第６号 令和５年９月25日

（文責 校長）

大平小中一貫教育目標 「志をもって 自分をみがき ともに挑戦する たくましい大平の子」

学 校 経 営 目 標 「一人一人笑顔」

一人一人が笑顔で自分の人生を歩んでいけるよう、寄り添い、伴走する学校

「私と小鳥と鈴と」

二学期始業式の校長式辞で、金子みすずさんの詩 私が両手をひろげても、

「私と小鳥と鈴と」を子供たちに紹介し、大平小学 お空はちっとも飛べないが

校キーワード「一人一人笑顔」と重ねながら以下の 飛べる小鳥は私のように、

ような話をさせていただきました。 地面を速くは走れない。

『一人一人が、個性をもった特別な存在であり、 私がからだをゆすっても、

大切な存在です。是非皆さん、人を「優劣」ではな きれいな音は出ないけど、

く、単に「ちがい」として認め合ってほしいです。 あの鳴る鈴は私のように

そして自分と同じように、かけがえのない存在だと たくさんな唄は知らないよ。

大切にしてほしいです。そんな学校を、みんなでつ

くっていきましょう。』 鈴と、小鳥と、それから私、

みんなちがって、みんないい。

始業式の後で子供たちに、「この詩から、どんな

ことを考えましたか？」と投げかけ、一人一人に考 （「私と小鳥と鈴と」金子みすず）

えたことを書いてもらいました。一部紹介します。

＜１年生 F.Aさん＞

「ぼくはこんなことができるよ。おともだちとなかよくできる。」

＜２年生 K.Iさん＞

「みんなちがってみんないい。というところがいい し でした。」

＜３年生 S.Kさん＞

「みんなちがうからこそおもしろいし、だれかがたよってきても自分はその人じゃない

から何があったか分からない。でも何があったかきけることもだいじ。」

＜４年生 K.Kさん＞

「みんないろいろなことができるけど、できないこともあるからささえあっている。」

＜５年生 I.Yさん＞

「一人一人のこせいを大事にしたいと思った。こせいは一人一人ちがう。だからこそい

いなと思った。」

＜６年生 T.Mさん＞

「みんなできることや、やれることがちがうから、それをひていするんじゃなくて、み

とめあうのが大切なんだと思った。」

受賞おめでとう！ 頑張りました！

○歯科保健優良校

沼津市歯科医師会より、検診の結果「優良」と認められ、表彰

されることになりました！ 小学校では、大平小学校と門池小学

校の２校が選出されました。ご家族の皆様のご協力の賜です。

○第40回沼津市小・中学生科学研究奨励賞

優良賞 6年1組 小河 宏 さん 「身近にある薬草」

10月5日に市役所で表彰式があり、教育長様から賞状と記念品

が贈られます。また、山﨑賞（山﨑自然科学教育振興会）の推薦

候補作品にもなっており、今後審査を受けます。

 



○沼津市小中学校理科研究作品入賞

3年1組 川久保 暁 さん 「つめののび方の観察」

5年1組 稲村 友彩 さん 「おばけえびを育てよう」

6年1組 小河 宏 さん 「身近にある薬草」

校内で審査され、沼津市の審査会に提出された作品に贈られます。

食育授業（２・４・５・６年生） ３年生社会科見学（スーパーカドイケ）

大平区民体育祭 3年生総合的な学習の時間（郷土研究）

2年生生活科校外学習 ４年生保健授業

（バスの利用の仕方学習） （男の子と女の子の身体のしくみ）

前号で、私が異文化理解で学んだことを交えながら「学校経営目標に込めた想い」につ

いて書かせていただきました。

後日、保護者や地域の皆様から「私も留学経験があり、同様の想いをもちました。」や

「是非子供たちにも話してあげてください。」など、メッセージを多数いただき、大変嬉

しく思いました。このような感想、学校に関してお気づきの点やご要望等ございましたら、

是非お気軽にお知らせください。

いつも支えていただき、ありがとうございます。


